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  そこで，今までの研究をもとに「コミュニケーションスキルの高さによって，コミュニケーショ 
ンに関する困難感が異なるのか」について調査をすることにした。 
まず，個のコミュニケーションスキル尺度測定には，東海林ら(2012)の作成した｢中学生用コミュ 
  ニケーション基礎スキル尺度｣の中から，意思伝達スキル８項目及び他者理解スキル４項目を用 







  の感染症予防行動に対する意識，友達の感染症予防行動についての感じ方を調査し,それらの関連 
を検証することにした。 
  コミュニケーションの困難感については，次のようなコミュニケーションの要素を盛り込むこと 
 とした。言語情報である「言葉」，非言語情報である「表情・視線・声・しぐさ・姿勢・距離」，さ 
らに「気持ちを伝える」「気持ちがわかる」といった意思伝達･他者理解の要素も加えた。 
  以上のような実態調査･尺度測定に加え，休校期間中を含め現在に至るまでに感じた友人との関 









  質問紙調査（資料 1）を実施した。実施方法は，養護教諭である筆者が各教室で 10～15分程度，調 





























   
表１ 自己の感染予防行動について(学年別平均) 
 






 １年生   ２年生   ３年生 
項目 平均 SD   平均 SD   平均 SD 
マスクを正しくつける 3.82 0.55   3.87 0.44   3.82 0.51 
こまめに手を洗う 3.38 0.77   3.58 0.63   3.40 0.65 
アルコールで手指を消毒する 3.48 0.75   3.59 0.65   3.43 0.75 
友達と距離をとる 2.54 0.73   2.51 0.68   2.38 0.84 
友達と大声で笑い合う 2.63 0.86   2.59 0.86   2.55 0.80 
友達としゃべらずにお弁当を食べる 3.89 0.51   3.87 0.44   3.71 0.56 























































                                                        
  項目 平均 
  マスクを正しくつける 3.84 
  こまめに手を洗う 3.45 
  アルコールで手指を消毒する 3.50 
  友達と距離をとる 2.48 
  友達と大声で笑い合う 2.59 
  友達としゃべらずにお弁当を食べる 3.82 
  声の大きさに気をつける 3.04 
  項目 平均 
  マスクを正しくつける 2.59 
  こまめに手を洗う 2.52 
  アルコールで手指を消毒する 2.55 
  友達と距離をとる 2.11 
  友達と大声で笑い合う 2.00 
  友達としゃべらずにお弁当を食べる 2.61 































② ④ ⑥ ⑧ ① ③ ⑤ ⑦ ⑨ ⑪ ⑫ ⑩ 
１年 2.38 1.95 2.23 2.18 2.20 2.11 2.47 2.48 2.39 2.35 2.10 1.97 
２年 2.36 2.09 2.35 2.35 2.21 2.37 2.51 2.49 2.44 2.47 2.12 2.12 






















































水準 平均値 SE 
1年 2.253 0.060 
2年 2.351 0.061 
3年 2.381 0.061 
他者理解スキルの平均の学年差 
水準 平均値 SE 
1年 2.206 0.071 
2年 2.285 0.072 











1年生 2.241 2.421 0.042 0.049 
2年生 2.204 2.313 0.043 0.050 











   記入があったのは１年生が 56名(70.9％)，２年生が 32名(41.0％)，３年生が 22名(28.6％)で 
１年生が最も多かった。 




















全校 22 5 5 28 10 5 7 
１年 12 0 5 17 4 3 2 
 








全校 11 29 10 6 






















































































  ○コミュニケーションスキルと感染予防行動，コミュニケーションの個人内変化 
    まず，コミュニケーションスキルと感染予防行動との関係については，意思伝達スキルと他者 





  感染予防行動 意思伝達スキル   他者理解スキル 
  マスクを正しくつける .204 **   .012   
  こまめに手を洗う .206 **   .131 * 
  アルコールで手指を消毒する .248 **   .138 * 
  友達と距離をとる .134 *   .139 * 
  友達と大声で笑い合う .154 *   .059   
  友達としゃべらずにお弁当を食べる .035     .146 * 
  声の大きさに気をつける .079     .064   
 
    次に，コミュニケーションスキルと自他のコミュニケーション行動(特に非言語行動)について 
   の意識変化との相関関係を表７に示す。「他者理解スキルが高い生徒はスキルが低い生徒よりも 
友達の非言語行動を気にするようになるのではないか」と考えたが，ここでは有意な相関は見ら 
れなかった。 



















  意思伝達スキル   他者理解スキル 
自分の非言語行動を 
「気にするようになった」得点 
-.016    .038   
友達の非言語行動を 
「気にするようになった」得点 
.044    .047   
 
  ○対人場面での不安･困難感とコミュニケーションスキル 
続いて，対人場面での不安･困難感についての記述とコミュニケーションスキルとの関係を見 




    このことから，他者理解への意識は高いが，そこでの思いを表出するスキルが低くコミュニケ 




   ーワードが含まれる質問は，「非言語コミュニケーション」と「言語コミュニケーション」と関連 
する質問と考えることができ，生徒の意思伝達･他者理解に影響を与えているのではないかと考 
えた。 
    まず「表情」というキーワードが含まれる⑧思っていることを表情で表現するのが得意，⑪表 
   情から相手の気持ちを想像することが得意，の２つのスキルについて自己評価が低い（評価が⑧ 
⑪で「１－１」「１－２」「２－１」）生徒を抽出し，学年ごとの人数を集計した(表９)。 












     
 続いて，相手の気持ちを推測する「他者理解スキル」⑩相手が何を考えているかわかる，につ 
いて自己評価が低い（評価が「１」）生徒の学年別人数と自由記述の内容を表 10に示す。 
    学年別人数で最も多かったのは１年生だった。そのうちコミュニケーションについての不安を 
記述していたのは６名，予防行動についての不安を記述していたのは５名だった。２年生も全体 
の人数は少ないが，コミュニケーションについての不安を記述したのは６名と半数近かった。 
 意思伝達スキル 他者理解スキル 
① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ ⑪ ⑫ 
記述あり 1.95 2.23 2.05 1.82 2.32 2.14 2.41 2.00 2.73 2.32 2.45 2.18 
記述なし 2.27 2.41 2.29 2.02 2.55 2.37 2.55 2.32 2.39 2.05 2.44 2.12 






１年 11 2 3 16 
２年 5 5 2 12 











コミュニケーション 予防行動 その他 
１年 21 ６ 5 0 
２年 14 6 0 0 









表 11 意思伝達スキルと他者理解スキルの低い生徒の学年別人数と記述内容 
 




コミュニケーション 予防行動 その他 
１年 11 ６ 1 0 
２年 11 5 0 0 
３年 7 0 1 0 





























コミュニケーション 予防行動 その他 
１年 16 7 3 1 
２年 18 5 1 1 




































































































１ マスクを正しくつける     
２ こまめに手を洗う     
３ アルコールで手指を消毒する     
４ 友達と距離をとる     
５ 友達と大声で笑い合う     
６ 友達としゃべらずにお弁当を食べる     
























１ マスクをつける    
２ こまめに手を洗う    
３ アルコールで手指を消毒する    
４ 自分と距離をとる    
５ 自分と大声で笑い合う    
６ 自分としゃべらずにお弁当を食べる    

























１ 私は，相手に自分の気持ちを伝えるのが得意です。    
２ 私は，気持ちをすなおに人に伝えます。    
３ 私は，感じていることをわかりやすく伝えます。    
４ 私は，気持ちをことばで表現するのが得意です。    
５ 私は，相手に伝わるように思っていることを伝えます。    
６ 私は，感じていることを正直に人に伝えます。    
７ 私は，相手にきちんと伝わるように，自分の感じていることを話します。    
８ 私は，思っていることを表情で表現するのが得意です。    
９ 私は，相手のさりげない行動から相手の伝えたいことがわかります。    
10 私は，相手が何を考えているか，わかります。    
11 私は，表情から相手の気持ちを想像するのが得意です。    






































１ 自分の表情    
２ 自分の視線    
３ 自分の言葉    
４ 自分の声    
５ 自分のしぐさ    
６ 相手に気持ちを伝えられているか    
７ 相手の気持ちに気づくことができているか    
８ 自分が言葉を選んで話しているか    
９ 友達の表情    
10 友達の視線    
11 友達の声    
12 友達のしぐさ    
13 自分と友達との距離    
 
３．今年になって，休校中も含め，友達と関わる時に感じる，困ったことや気になること 
  を書いてください。 
 
 
 
 
